
 
 

関  （医療法人 助会 病院 業療法 ）  

 子・  子・  （医療法人 助会 病院） 

 

  

医療法人 助会 病院は 年に開 した、

の と の境目にある精神 の病院で

ある。医療的治療のみならず、 会的治療として「家族会」

の導入や 会 ンター（ ハ ー ン）の

など くから行ってきた。また、入院治療では、精神

病 （スー ー 病 ）と精神 性期治療 を備え

期治療・ 期介入を行っている。 

デイケアでは、以前から就労を する ン ーに対し

ハローワーク（以下「 」という。）同行や就労支援事

業所への 行支援という形で就労支援を実施してきた。し

かし、デイケア 就労支援事業所への れの中で たな人

間関 の や など就労までに時間がかかり、 チ

ー ンが 下するケースが くみられた。また、就労

行事業所から就労するも、中 定着せず医療機関との連

携もタイム ーに行えずデイケアを再 用するケースも少

なくない。 

その中で今回医療機関の強みを活かした デイケア型ワ

ンスト 就労支援 ロ ラム を 上 たので報 す

る。 

 

  

生労 が提言する 福祉、 育、医療から雇用への

行 進事業 の中において医療から雇用への れが 進

されている。 

内 、 生労 が、 福祉から雇用へ 進 か年

を 成 年に提言。その れを み現在、内 、

生労 は、 

・生活支援と就労支援、医療の支援の一体した デル（

成2 年 月 日 生労 示 7 、障害者雇用対

本方 2 2、 2） 

・医療機関における就労支援の り み・連携を促進する

デル （ 成2 年 月 日 生労 示 7 、

障害者雇用対 本方  ） 

・福祉、 育、医療等から雇用への一 の 進のために、

や 障害者職業 ンター、障害者就業・生活支援

ンターを始めとする の関 機関が 接に連携して

職場実 の 進や雇用前の雇入れ支援から雇用後の職場

定着支援までの一 した支援を実施する。 

（ 成 0年 月 障害者 本  （１） １） 

の一連の法 により精神障害者の就労支援について医療

機関によるその重要性が指 されている。 

また、 成27年度より「一部 が、精神 医療機関と

チームを み、 医療機関を 用する精神障害者の就労

を支援する デル事業を実施して、就労 70 の成果を上

ている（全 生労 関 部 会  成 0年１月 

生労 職業安定 より）」。       

さらに、 成 年 月に日本医師会 合 機 よ

り発表された 日本の医療の ラン デ イン20 0 の中

で、「就労支援強 デイケアの が であり、デイケ

アにジ ーチや  （以下「 」

という。）を し、 ロ ラムの開発、実施、精神障

者の可能性と の 、就労 業 保、 等関 機関と

の 整等により、就労強 の実現が可能であるとうたわれ

ている（ より）。」 

そして何よりも、 院デイケアを 用されている くの

ン ーが就労を している。 

上 の れを まえ、医療から雇用そして定着までを行

う デイケア型ワンスト 就労支援 ロ ラム を

上 ることにした。 

 

３  

  

今回の 上 にあたり、今まで行ってきた 担

を見 し、主に ロ ラムの運 や職場開 、就労後

の 業 整などを行う 就労支援担 （ ） を たに

した。また、生活 の 整や 状 ントロールのた

めのストレス ジ ントを行う 生活支援担 の  

（以下「 」という。） とチームを み支援

していく体 を した。 

そして、このチームと精神 医師・ 護師・ 心理

師・ 業療法 ・精神保 福祉 の 職 から 成される

門的 職 チーム（   （以下

「 」という。）が定期的に本人の ーズを み り、

支援 の 成、進 状 の 、本人の 状を タ

ン しながら き続けるための支援の強 を図った。 

  

就労 ロ ラムでは、今までの 場所的な要 をなくし、

意図的に負 をかけ就労後に必要となるストレス対 ス

ル（職場・ ライ ート）・ ルフケアや ルフ タ

ン などの自 理能 ・理解や くことの意味・ポジ

な 交性など 就労ができる ではなく本人の自
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実現のために 就労して き続けることができる ための

就労 備性を意識したものとした。この イン ロ ラム

と合わせ 理的思考を う ロジカル ン ン 、 レ

ン ー ン ・ る ・ して 業する を う

業 の つの柱で 成している。 

 

  

・ １回 日の 前中のみ 

・ 月１クールのクローズ ロ ラム 

・ワーク クを用いた ワーク 

内 ：雇用を継続していくためのス ルを育てる 

    することでストレス負 がかかる 

意図： よりも き続けていくための気 を育てる 

 

ワーク クは 業（ 00 くらい）から き った、  

精神障がい者が くにあたって必要だと思う事を分 し、

された事象の中で できるものを内 に とし

んだ（ワーク クは 回 ） 

ロ ラムを 了してから就労支援が始まるわけでは

なく、 ロ ラム開始と同時に 支援開始 

 

  

 １回 イ ンス 

  ２回 自分を る 

  回 精神 とは 

  回 カ ー  

  回 会 ・ 会 度について 

  回 カ ー  

  回 就労までにやっておくとよいこと  

  回 カ ー  

  回  カ ー  

 0回  就労までにやっておくとよいこと  

 回  カ ー  

 2回  業見学 

 回  まとめ 

 

 

  

一 的に などで 開されている求人の くは

されたものではなく一 されたもののため、障害者本人

が求人に合わせることになる。その結果、 理をして く

ことも少なくなく 継続が しくなることもある。 

院ではこれらを まえ、 が と連携を り職場

開 から の求人を い 開求人にて支援を行ってい

く。 

  

会 の現状・障害者雇用のこれまでの り み・ った

こと・今後の方向性を い、過 の成 事例を め 業が

自に雇用できる ス ム・ ャ ア支援の提供や スク

ージ ント・ スク ジの説明と運用の提案を行う。 

また、医療の強みである 状 時の 期対 支援につ

いて説明を行う。 

 

  

成 0年 月より精神障害者の雇用に関して法定雇用

の 対象となり、精神障害者の雇用はますます促進する

とともに、医療から就労の れもより一 求められてくる。 

そんな中 院では今回 たに を雇用し、 月よりデ

イケア型ワンスト 就労 ロ ラムを 上 た。 

今回本人への支援体 を見 し と のチームにし

たことで、支援の が明 なりまた、 を行うこと

で 面的な視点で本人の支援を行えたと考える。そして、

の支援では障害でなく、ストレン スの視点へ目を向

け本人の可能性を る関わりに フトチ ンジしていっ

た。今回支援者が今までの行ってきた支援との に

う一面もあり、支援者の ラ イム フトが必要と感 て

いる。そして、 院における就労支援の発 に向け、

の人 育成が であり を通 業のス ー 感や

業の視点を意識した就労支援を学んでいく必要がある。 

今後について、入院治療から就労を意識したかかわりを

病院全体で 、入院から退院・就労から定着まで切れ目

のない支援の体 を していきたいと考えている。 

 

【 】 

関   

医療法人 助会  

病院 

デイケア・ イトケア  

2 00  

大 １ １ 

：0 2 2 70（ 通） 

：  
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参  

 

下 （ ハ ー ン病院 ハ ー ン部 業療法 ） 
 

  

院で行っている就労支援の 題は、 かつ 一さ

れた支援体 が整っていないことである。そのため、入院

ハ から 来 ハ 、 ラン アや障害者雇用な

ど はあるものの、 での連携は不 分であり担

スタ フの 断に ねて解決することが かった。 

そこで今回は、 しく している 院 自の り み

について、事例を めて紹介すると に、今後の に関

して報 する。 

 

  

院では、就労・ 職 者に対して入院 ハ ・

来 ハ ・ ラン ア 度・障害者雇用の り みが

ある。 における は以下の通りである。 

  

・障害像の明  

・日 生活活 （以下「 」という。）、手 的日 生

活 （以下「 」という。）の ・  

  

・職業 備性の向上 

・ 相談支援事業所、障害者就業・生活支援 ンター

等 との連携、 業との面談 

・運転再開や ス 用等の通 支援 

  

  

会 の場（ する づけや 者との

ケー ンを促進） 

  

前 0 0、 後 0 0までの２時間。

日 日は く 日 日間。 日や 日数は本人と相談。 

  

入院 者に す家 情報用 の り み（ １）や、

病 から された ー カ ト（ ２）等があり、可

能な でその人の能 を しながら提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

生労 が定める、障害者雇用 度の みでの雇用。

20 年の 月現在、 院での障害者雇者は 名で雇用 は

である。 

対象者は、 ハ 事 、 、通所 ハ 等に

され、本人の適性にあった内 を業 として提供している。 

 

３  

前 の内の一人の経過を以下に紹介する。 

事例 0 代 性 

診断名 、高 機能障害（ 、 障害） 

職業 のインストラクター 

経過 院退院後、就労・運転再開を目的に 来 ハ

を開始した。 の職場である は る方

向であったため たな 会 の場が必要であった。

そこで 院での雇用の話が 上した。しかし、支援

の中心となる部門が決まっておらず、 と との

連携に時間を要した。また、連携が上手く進まない

ことで、業 の チン 前に部 が決まっている

状 となり、対 は後手にまわる状 であった。半

年 度 整の期間を必要とした後に、ジ ーチ

の支援も受けて、現在は通所 ハ 部門の業 を

行っている。 

主な業 ント の 、 での入 業、対象者

の体 、 アルを見ながらストレ チの指

導等 にわたる（ 、 ）。 

題 支援を主導する部門が不 定であり、雇用までの

見通しが てづらかった。 も不 分であり、雇

用時の 業 や、雇用後もジ ーチに せき

りになるなど全体的に場 たり的な支援となってい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事例も め、現状の 題は以下の点が られる。 

ス ム面の 題  

 時期で に いており、 一された体 がない 

 どのような対象者をいつ、どこに支援を繋 るかなど 

を めて一定の がない 

 0年度の診療報 ・介護報 の同時 定により、 

入院から 来への 行が になっている 

 障害者雇用から、一 雇用へのス ア の 

不明 さ 

 
家 の り 業 

２ 
ー  

 事 業 ３  
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支援者 育に関する 題  

 支援経験が少ないことによるスタ フのス ル不  

 業療法 （以下「 」という。）が 0名を える現

場での就労支援に対する 識の  

 

  

上 の 題を まえ、現在 ス ムを 中である。ま

た、それ れの 題に対して の り みを行っている。 

  

部門内で、就労支援のワー ン ルー 以下 を

上 ており、まずは 内で就労支援 ス ムの れを

するためにフローチャートを 成した。 

また、 の ン ーを 病 に一人ずつ している。

目的は、就労を する人の見 としをなくすこと、 病

での相談 となることである。 職 への ・連携

は き続き 題である。 

ラン ア 度に関しては、就労に向けた 的な

業も体験できるように院内から 業の切り しを して

いる。現在は ハ 部門・ 来 護部門から 業 を

受けているが、今後はその の部 にも理解を て、 業

を切り していく必要がある。切り された 業に

けて、ス を ることで、対象者の ャ アア に

も繋がることも考えている。 

障害者雇用に関しては、 院で 結するのではなく、一

雇用へのス ア の場としても しているが、

を む や、 連携等、 題は く を重ねて

いく必要がある。 

  

まずは 来へ 行された対象者の 結 を入院スタ フ

へのフ ー クする り みを行っている。目的は入

院中に 定した生活イ ージと退院後の生活の違いに関し

て 識を め、 に活かすことである。また、 方法

を 一 するために、 業 として今年度から導入され

たワークサン ル （以下「 」という。）を 用

することを している。入院中に を実施し、問題

点などを対象者と した上で し りに 用し、 の

来 ハ へ ームレスな支援となることを期待している。 

さらに、 ス ム面・支援者 育面の 通の対 として

年内に院内での 強会を 定している。そこでは、就労支

援に対する 本的な れ、前 のフローチャートに関する

説明や 院の 題を院内全体で することを目的として

いる。 

 

  

に紹介する事例は、今後 しく障害者雇用を考えてい

る方である。 

事例 0 代 性 

診断名 くも 下 から後 にかけて

の 、 視、高 機能障害（ ・ 意障害） 

職業 自 業（ ルーンアート） 

経過 年にくも 下 を発 。その後 性期・回

期を経て 来 ハ で と言 療法（以下「 」

という。）を 0分 １ ２回実施。自 での家事

や、 交通機関の 用等、目 が 成されたた

め 院 ラン アへ 行。 ラン アを継続し

ていく中で、入院時より かれていた、「 来的に

は きたい」といった を再 し、 院の障害

者雇用の話を提案。今後は、再度 来 ハ を開

始して、まずは就労に向けたイン ーク面接や、

での 業 等を行う 定となっている。 

 

今までの 題も まえて、今後の支援は以下のように

している。 

 院内への ス ムの 活 （ 部 との連携 を

目的に行う。） 

 での 業 （業 の 考 に） 

 業 との チン （ 業 の結果を に が中心

となり ） 

 ジ ーチとの事例 会（医療現場と雇用現場の

視点の り合わせ） 

 

  

今後は、入院から 来 ハ 、 ラン ア、障害者

雇用とスムーズに継続した支援が行える ス ムとなるた

めに、今回 た以 にも下 の 題を する必要があ

る。 

 【 】 

現在考えている ス ムを運用していくために、 や

の医療 職等全ての職 に していくことが必要と

考える。院内の 会等を通して 部門が就労支援に対し

ての中心的部門となることを目指したい。 

 【 】 

就労支援への理解が進んだ に、どの部 がどのような

を果たすのかを明 にしていく。情報 の み等、

まずは院内でスムーズな支援へと繋 ていきたい。 

 【 】 

最終的には、 院 自の ス ムと の支援機関がど

のように関わっていくかが重要であると考えている。

は、就労支援においては、関 機関が機能的に連携し、イ

ン ーク、ア ス ント、職業紹介、 チン 、職場適

支援、職場定着支援の ロ スが、一体的に進められ

ることが理 である１）。また、 は、われわれ医療機

関スタ フは、対象者に関する医学的情報を伝える 、対

象者、 業、支援機関の通 者であるという意識をもつ必

要がある２）。と ている。現在、医療機関で就労支援

の り みを 的に行っている報 も少なく、高 機

能障害をは めとして対象者の支援に することも

される。そのため、今後 院 自の ス ムが と連携

していくことで、医療と福祉の し として機能してい

くことが ましいと考える。 
 
【参考文献】 

： 度と現状 合 ハ・ ・ 7 72 20 年 月 

2 ：医療機関における高 機能障害者および 病 者に 

対する雇用に向けた支援 ジャー ル 0  20 年 月 

 
【 】 

下  

会福祉法人 福祉事業   

ハ ー ン病院 ハ ー ン部 

：  
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後  行（日本精神保 福祉 会 発 障害 ロジ クトチーム） 

 （障がい者就業・生活支援 ンターアイ ス） 
 

  

発 障害支援において、重要なことは本人（発 障害を

している被支援者）のことをどれだけしっかりと るこ

とが 来るかということである。発 障害を理解するにあ

たり 意 性障害（以下「Ａ 」という。）、

自 ス クトラム （以下「Ａ 」という。）、学

障害（以下「 」という。）などの 的な 識が一

的になっている。しかし、 においてＡ とＡ

の 発している状 が く されるものの、一 的には

的 状や対 法しか まっていない。 

その為、一 的な 識においての対 で支援を行ってい

くと、対 が な場面が てくる。いわ る「 ケー

ス」と言われるものである。「 ケース」を定 すれば、

支援者が を感 ているのであって、被支援者が な

人間ではないということである。発 障害支援には、この

様な ケースと ばれるものが く 在している。 

就労支援においても同様に就職まではいくが、就労継続

が なケースが少なくない。何 、その様なことが起き

るかというと支援者を始め の人間が、本人を ろうと

しないということである。 

 

  

フ ンラン で行われている対話的ア ローチで、 期

イアロー 、アン ー ン イアロー （ 来

りの イアロー ）、 ー ン イアロー という つの

名なものがある。対話により様 なものを 転させてい

こうという みである。 

 

３  

イアロー 実 において重要なことは、「 く」と

「話す」を分けるということである。通 の ケー

ンにおいては人の話を きながら、 き手 は回 や

の 問を考えたり、自分の話す になる時の為の言

めを行っている。この様なことを行っていると話し手の言

を 中して「 く」ということが 来なくなる。また、

門職 育における ケー ン も なもの

になってくることがある。意味のない ム しや相 、

話し手の意図にない言い えなどが行われている。そして、

感をしようと一生 になり、支援者自身の や経

験に づけ、 人的な解 になってしまうことがある。発

障害支援において、本人た の感 過 やこだわりなど

を上 の様な状 で理解していくと、本人が意図している

ものと支援者などが考えて理解しているつもりになってい

るものとの が大きくなってしまう。 

それらを ために、「 く」ということをしっかりと

行っていく為、「（支援者が）話すために く」のではな

く、「（支援者が） くために話す」という イアロー

実 を り入れた。 

 

  

今回、 イアロー 実 を り入れたのは、ハローワー

クと行う デル事業で行った。 者が所 する医療機関と

ハローワーク、障害者就業・生活支援 ンターのスタ フ

とデイケア 用の 者が就職し、行った定着支援の場面で

ある。対象の 者は、Ａ やＡ の 者に行ってい

る。 

通 の定着支援の場面では、様 な人が 為に今の

題や就労前に心 していた 題等について話し合いが行わ

れていく。例えば、「 はしてないか」「 れ はして

ないか」「 などは気にならないか」などの、 イ ス要

の話になることが い。そして、支援者などが気にして

いる 題で ー ン が終始進み、本人が話をしたいこ

とや気になっていることが話しづらくなったり、話すのを

れてしまって ー ン が終わることが かった。 

ー ン 者は、本人、人事、現場の 理者、ハ

ローワーク職員、障害者就業・生活支援 ンタースタ フ、

者の 人であった。 

イアロー 実 を り入れた ー ン の大きな

れは下 のようになる 

 就業期間の中で かったこと 

 心 していること 

 本人が心 を くするためにできること 

 がどのように助けると心 が くなるか 

この れを本人に き、 の 者は って く。 

その後、人事、現場の 理職に同様の 問をし、支援者

は くことに する。 

に支援者に、「一連の話を いてどの様に考えたか」

を く。 

そして最後に、本人に「今回の話をしてみてどうだった

か」を いていく。 
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上 の様な れで話を くことで、本人や職場のことを

しっかりと くことが 来、 ることが 来る。 

また、その後職場の方からの 問などは える形を っ

ている。 

 

 考察 

イアロー 実 を りいれたことで、本人が話しをし

たいことを くことができ、支援者の解 ではなく るこ

とができる。また、 の人間が、本人が何を感 、何を

考えているのかを ることが 来る。 ることで、 の

対 が りやすくなり、本人や りにとっての環境が安定

する。また、本人も最後までしっかりと いてもらえると

いう安心を ることで、考えて話をすることが 来、話し

れが少なくなる。 

定着支援において実 を通し考えたことは、 ハ

ー ンを行っている時と実 に いている時では、本

人の時間は き、本人も している。まずは いて

している状 を らなければならない。支援者の 識は、

ハ ー ン場面で まりそこからの話になるので、

本人との 識に がうまれる。だからこそ、「 く」と

いうことを大切にする定着支援が求められる。 
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 慎 （ 会福祉法人 神福祉事業  業在 型職場適 援助者） 

 行・中  （ 会福祉法人 神福祉事業 ） 
 

  

  

神福祉事業 （以下「事業 」という。）は の

神間 １ （ ・ ・ ・ ・

・ ・ 名 ）の の福祉の増進を図るこ

とを目的として された 会福祉法人であり、障害者支

援施 所、障害児入所施 障害者支援施 １ 所、

護 人 ーム１ 所、 護施 １ 所、診療所、

ンターを運 している。 

  

ントラル チン方 で１回あたり 00 を一日 2

人の職員で 理し、 み、 み、 フト 等 用者に合

わせて し、 事を提供している。 

 

  

 

成2 年 2月にＡ （精神障がい２ ・ 性・ ）

を ンターでトライアル雇用にて受け入れをした。雇

用前は ルー ーム（以下「 」という。）で生活を

しながら、日中は を運 している法人の就労継続支援

Ｂ型にて 理の 助をしていたため、 理に れてい

た。トライアル雇用を始めて２ 間 ど経過した時に、本

人より「 が こえる」「あまり られない」等を話す

ことや、通 時も 気が強く、職場の最 り ス で り

られず り過ごすことがあった。 

定期的に通院している精神 に 業在 型ジ ー

チ（以下「 」という。）も同行し通院すると、主治医

から「本人の く意欲が高く、 き続けながら 子を整え

ていくのが い」との助言を受け、本人の状 を見ながら

時間の 整を行った。また 話人より本人の不

時のサイン（ 欲がなくなる、 時間が くなる等）の

情報を提供してもらい、本人の了 を た と ン

ターの 職者のみで した。 

前・ 後の気分や、 時間、 したかどう

かを 入するチ ク ートを 成し、 日には と

チ ク ートを することを始める。 

これらの支援を行うことで 等もなくなり安定してい

き、トライアル雇用期間を し支援を継続していく。 

 

トライアル雇用を開始し 月が過ぎ、 な指示で

結することができ、わからない 業があれば、 りの職員

に しながら 業ができるようになったことから、トラ

イアル雇用を終了し本雇用となる。 

本雇用から 月を過ぎたある日の との面談では、

着きがなくイライラとしていた。 が続き れのせ

いだと気に めなかったが、 の面談でも同様であり、

と職場の人間関 について話しをしていると目つきが

く、 み、 が くなり「（ケンカを）やるんか」と

的になった。話題を えて 着かせ させる。す

に の 話人に連 し報 をすると、 話人からは、

の 用者間のトラ ルから の 用者にも、 が

く話すことがあったと報 を受けた。 

に 言を いた数 間後、本人を担 している相談

員と 話をしていた にも 上し、その日は 日にも関

わらず、興 した状 でわ わ 職場まで来て、 言を

り して スカレートしていった。その日のう に相談員、

、 ンターの上 とカンファレンスを開き、この

ままでは同 への 言等につながる れがあることから、

話人、主治医へ連 を入れ、精神 へ通院するよう

本人を説 し も病院に向かう。主治医からは入院の指

示が たため、 にも連 し医療保護入院となった。 

 

３  

職中は生活支援のサポートは相談員に せ、相談員が

本人の面会に行った後は、 と ンターの上 と情

報 を行った。この期間にこれまで支援の り りを

行った。 

  

  

前後に本人の状 を見るチ ク ートをつけてい

たが、形 的になっており、本人の を見 としている

ことがわかった。入院前の２ 月 の 時間が 時

間になっていることや、 とんど ずに している日も

あった（図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本人より ントで「 欲がなくなっている」等

の不 時のサインとも れる があった。 
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本人は入職時からフルタイムの き方を んでいたが、

時間（１日 時間） から初め、職場・主治医と

しながら、少しずつフルタイムへ づくよう 的に時間        

を したが、結果的に 時間が一定ではなくなり、本

人への負担となった。 

  

面談時には精神面への を く考えすぎ、言 を び

ながら話をし、気づいた事を伝えることが少なかった。 

また、チ ク ストに していることから、本人の

を み ることができず、面談においても本 を き

すことができていなかった。本人にとって信 できる

ではなかった。 

  

本人の業 内 を見 し、業 中の 中 ・ 業ス ー

等が 続する時間はいつまでか。 ンターとして必

要な時間 は何時なのか。業 は適切なのかを と

に した。 

 

  

入院し２ 月 経過すると、一定の生活 ズムで過ごし、

病院内での面談等を行うことで、 的な言 は見られな

くなり、病院からの ・ も可能となった。相談員が

本人に面会に行き、話をすると職場 を んでいると報

を受けた。その後状 が安定したことで、 月間の

入院生活を終え退院となった。 

退院後は にあたり と本人とで面談を行う。入院

前の 言等を えており、「こう言っても大 だろう」

と自分なりに 断し、 えながら発言をしたが、だんだん

言 が えられなくなったと話す。もう ンターに

ることはできないと考えていると話していた。 

より、職場は本人の を待っていることを伝え、

職員には「状 の に気づくことができれば かった」

と言った職員、 対に 的な 度を っていたことで

い 象を っている職員の 者がいることも伝える。 

 「これまで み上 てきた実 が イ スになるため、

もう入院はしたくない。 ンターで く き続けたい」

と、本人の強い意 を したことで、 ・ ン

ターの上 とで ランを 成する。 

 １ 月間の ランとし、「 えられた業 を 実に行い、

同 の信 を回 させること」を目 定し、本人と

した。 

前半の２ 間は による 中支援の時期として、業

中は も現場に入り、本人の様子を見 り、 日業 終

了後に面談と り りを行った。後半２ 間は 職前の

に し、 日 のう 、 ２日・ 時間、

日・ 時間とし、 ンターの 職者が中心となり、

業の見 り、 後は面談を行った。 り け数の間違

い等があったが大きな スがなく、また、体 面に不安が

あったが、一つ とつの 業を 中して 実に り み問

題なく り切り、雇用継続となった。 時間については、

日・ 時間としたことで、体 面も精神的にも が

生まれ、安定的に めることができている。 

 

  

  

 これまでの支援内 について し、本人の に気づ

いた には、 な事でも さず伝えることとし、本人か

らもどのような事でも話をしてもらいたいと伝えた。 

また、本人の要 ・状 を重視するあまり支援が さ

れ、 整に われたことから、雇用主として求める と、

本人の現状を把握し、 レない視点を って、 方の ラ

ンスが れるよう支援する事を強く意識するようになった。 

  

 職場 の には不安があったが、 が現場におり安

心できたと話している。以前の との面談では「 にな

い」と く言っていたが、「気が重たい」等本人の様子、

かな感情の 等を話すようになった。また、 と

ンターの 職者までに 定していた、不 時のサイン

を全職員に開示し、 くの人の目で見 って欲しいと言い、

同 を信 し、支えを求め、少しずつ自 開示をするよう

が見られた。 

  

 本人が 職していた間、 の職員が代わりに 業をし、

業 全体が ただしくなったことから、本人の必要性を実

感した同 が くいた。不 時のサインを全職員が理解す

ることで本人の状 がわかり、安心して関わりを つよう

になり、「もう入院させない」と本人の様子を気に け、

をかける職員が増えている。 

 

  

本人の 職を機に、それ れが必要な 在であり、 者

のどれも くことができない 在であることを実感した。

お いが支え合い、それ れの考えや気づき、感情を

することで、少しずつではあるが信 関 が まってきて

いる。 

今後は、 の の や 時間の 、表情、言

等、少しの も見 とさず、 ・本人・同 、本人

を り く全ての人と情報を し、「入院しない（させ

ない）、 ンターで く き続ける」ことを 通の目

に定め、日 の支援を続けていく。 

 

【 】 

会福祉法人 神福祉事業  07 0  
  担 ：  
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本 子（ハローワーク大和高田 精神障害者雇用トータルサポーター） 
 

  

解離性同一性障害とは「 重人格と ばれていたが

DSM－VIで解離性同一性障害という診断名が採用された。

年の報 では 数の人格の 例がみられる。人格の交代

が 起こり、言 つきや 度まで わる。幼い人格、

対する人格など様 で主人格は の人格の を てない

ことが い。そのため日 生活に が した時間を体

験することになる。背景の一つに幼少期の虐待が指 され

ている。」 

 

  

以下に実 の支援事例である２事例を報 したい。 

 

  

対象者 年代 支援期間 

A子 20代 約６か月 

B子 20代 約２年 

 

  

対象者 人格交代 人格数 

A子 あり 主に３人の人格 

B子 あり 主に５人の人格 

 

３  

対象者 健忘 自傷行為 

A子 あり あり 

B子 あり なし 

 

  

対象者 かかりつけ 入院歴 家族 

A子 あり あり なし 

B子 なし なし 
祖父母 

兄弟 

 

 

 

 

  

対象者 就労経験 経済状況 

A子 あり 生活保護 

B子 なし 祖父母の年金 

 

  

対象者 種類 相手 

A子 主に性的 実父 

B子 身体・心理 両親 

 

  

対象者 就労意欲 支援者 

A子 あり 行政・主治医 

B子 不明 なし 

 

  

対象者 就労意欲 支援者 

A子 あり 
行政・主治医・デイケア・ 

友人 

B子 あり 
主治医・心理・兄弟・ 

ハローワーク 

 

  

対象者 就労状況 医療 支援機関 

A子 A型事業所 あり あり 

B子 A型事業所 あり あり 

 

  

対象者 就労状況 医療 支援機関 

A子 B型事業所 あり あり 

B子 A型事業所 あり あり 
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３ 考察 

 Ａ子は最初から病識があり、主治医と相談の上でハロー

ワークに来所した。一人暮らしであり自傷行為もみられた

が、支援機関等の相談者がいたことはＡ子にとって就労意

欲を高めることができた要因と思われ就労経験があったこ

ともその後の就労がスムーズに進んだ事例と言える。 

結果的には一度目の就労後に入院したことで退職となっ

たが、デイケアの相談員が支援者として増えたことは再

チャレンジの要になったと思われる。 

ハローワークの精神障害者雇用トータルサポーター（以

下「サポーター」という。）もＡ型就労支援事業所の見学

同行や面接同行、診察同席、生活保護のワーカーやデイケ

ア相談員交えてのカンファレンスを適宜開催したことも医

療を交えた就労チーム支援のポイントだと考える。Ａ子の

就労支援は「医療」を柱とした就職支援と言える。 

一方Ｂ子においては、最初の面談時は就職が決まらない

ことへの不安が強いとハローワークの学卒部門からの紹介

でサポーターに繋がり、Ｂ子自身も自身の病気に気づいて

はいなかった。半年以上に及ぶ面談の中でＢ子から人格の

相談を受けることになった。「実は、自分の中に人がいて

る」との発言だった。その後、慎重に就労の面談を重ねて

いく中でサポーター面談時に人格交代が起こるようになり、

Ｂ子に対して医療の必要性を説明した。医療機関の情報提

供の中でも心理のある医療機関情報を提供し、医療同行の

運びとなった。 

Ｂ子は自傷行為などはなく、解離性同一性障害の診断名

はついたものの治療法は心理と月に一度の診察の方向にな

り、定期的に受診することが決まった。しかし、虐待発生

の家庭で育っているＢ子が心の内を話せる相手が不在であ

り、数か月は家族に言えないままの通院となった。 

この時点あたりから主治医から「就労により家族と過ご

す時間が少なくなるならば」と福祉的就労の提案があり、

再度医療同行を実施し、医師を交えて就労の方向性につい

てＢ子を交えて決定していった。 

主治医からはいつでも家族への病状説明が可能であるこ

と、福祉的就労であれば問題ないという助言を受け、Ｂ子

は妹に初めて病気の概要を自身で説明することができた。

主治医より、心理への繋ぎの中でサポーター面談をいきな

り切ってしまうことは心理的に負担になることから、病院

の心理とのラポール形成ができるまで並行してサポーター

面談を継続することはできないかと打診を受けた。終了前

提であり、就労に必要な面談であれば問題ないことをＢ子

と主治医に伝え、しばらくは医療の心理と並行する形での

就労面談を継続した（連携を図りつつ）。現在は心理のみ

でサポーター面談は終了している。 

一方、就労についてもＢ子自身から興味が示されＡ型就

労支援事業所へ見学・面接同行を実施、その後採用となり

就労を開始した。現在は２か所目のＡ型就労支援事業所で

定着できている。 

事業所へも本人の定着支援と同様に定着支援を行い、解

離性同一性障害の病気についての理解を促している。 

最後に、Ｂ子のケースでは初期は医療に繋がっておらず、

自身の中の違和感にとどまっていた所からの支援となった

こと、同時に支援機関や相談者全くいなかったスタートか

ら開始し、今では妹やＡ型就労支援事業所の指導員や主治

医・心理という医療への相談ができる環境の整備ができた

ことは、就労という部分だけでなく、Ｂ子のこれからの人

生にとって大きな転機となったことだろう。 

今回のケースのようにハローワークには少なくとも幼少

期に虐待を受け、解離性同一性障害という後天的な病を抱

えた求職者が来所されるという現実が少なからずある。 

以上のことから就労に対する強度の不安や何らかの背景

がある場合は、対象者の就職支援という狭い視点にとどま

らず、求職者の背景や全体像をしっかりと把握しながらの

面談を行い、病気が潜む場合はしっかりと医療機関を軸に

した支援機関とのチーム支援が重要であると考える。 
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